
去
る
６
月
21
日
（土
）に
三
鷹
地
域
支
部

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
武
蔵
野
市
「久

松
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
対
策
に
従
っ
て
、
２
年
間
開
催
を

見
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
の

状
況
を
鑑
み
て
、
十
分
な
対
策
を
施
し
た

う
え
で
の
開
催
を
決
定
致
し
ま
し
た
。
総

会
に
は
18
名
の
会
員
と
、
ご
来
賓
と
し
て

小
金
井
地
域
支
部
小
野
寺
支
部
長
、
武
蔵

野
地
域
支
部
内
田
副
支
部
長
の
お
二
人
を

お
迎
え
し
て
６
つ
の
議
案
を
含
め
、
予
定

さ
れ
た
案
件
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
本
年
度
は
役
員
の
再
任
に
あ
た
り
、

次
の
方
々
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
役
員
（
任
期
は
２
年
） 

地
域
支
部
長 

 

高
玉
茂
男 

地
域
副
支
部
長 

 
 

  

安
藤
正
喜 

地
域
支
部
監
査
委
員 

原

一
男 

野
村
一
仁 

地
域
支
部
幹
事
長 

 

大
胡 

修

地
域
支
部
副
幹
事
長   

小
川
克
己 

地
域
支
部
幹
事   

林

信
雄 

   

小
池
喜
春 

齋
藤
伸
和 

今
浦 

啓

地
域
支
部
会
計
幹
事   

児
玉
敏
昭 

 

小
川
克
己
（兼
務
）

 

****** 

 
 

久
し
ぶ
り
の
総
会
で
、
み
な
さ
ん
緊

張
？
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
終
了
後
の

記
念
写
真
の
笑
顔
も
ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。 

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
は
一
転 

し
て
、
笑
い
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
の
近
況
が
、
名
司
会
の
小
池
喜
春
さ
ん

の
誘
導
で
、
思
わ
ぬ
こ
と
を
口
走
っ
た
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
な
か
で
進
行
し
ま
し
た
。

時
節
柄
、
校
歌
斉
唱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
は
り
、
対
面
で
の
集
い
が
最
高
！

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
秋
に
林
信
雄
幹
事
が
企
画
す
る
「ミ

ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
？
」に
ぜ
ひ
、
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
午
後
３

時
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
ま

で
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
小
野
寺
小
金

井
地
域
支
部
長
、
内
田
武
蔵
野
地
域
支
部

副
支
部
長
に
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

******* 

（行
程
）
JR
日
野
駅➡

八
坂
神
社➡

新
選

組
ふ
る
さ
と
歴
史
館➡

日
野
宿
本
陣
跡➡

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
駅➡

高
幡
不
動
で
解
散 

 

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
林
さ
ん
の
丁

寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
も
あ
っ
て
、
時

間
が
す
ぐ
に
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
坂

神
社
は
日
野
宿
の
総
鎮
守
で
、
天
然
理
心

流
の
門
人
が
奉
納
し
た
額
と
木
刀
が
遺
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
次
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館

ま
で
の
道
が
坂
道
で
み
な
さ
ん
へ
ば
り
気

味
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
痛
感
！
歴
史

館
に
は
土
方
歳
三
な
ど
、
新
選
組
の
資
料

が
多
く
、
興
味
深
く
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
次
の
日
野
宿
本
陣
跡
は
坂
道
を
下

る
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
本
陣
は
新

選
組
を
金
銭
面
的
に
支
援
し
た
佐
藤
彦
五

郎
宅
と
い
わ
れ
、
ビ
デ
オ
な
ど
も
あ
り
、

庭
に
は
柿
や
み
か
ん
の
木
が
あ
り
秋
の
気

配
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。 

 

最
後
の
高
幡
不
動
（高
畑
不
動
尊
金
剛
寺
）

に
は
土
方
歳
三
の
立
像
が
あ
り
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
参
加
者
で
会
食
と
な
る

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り
、
残
念
な

が
ら
高
幡
不
動
駅
に
て
解
散
し
ま
し
た
。 

 

企
画
か
ら
準
備
、
そ
し
て
当
日
の
案
内
ま

で
し
て
い
た
だ
い
た
林
さ
ん
に
は
感
謝
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（高
玉
茂
男 

記
） 

（参
加
者
） 

安
藤
（正
）、
小
川
、
金
子
、
林
、 

児
玉
・高
玉
夫
妻
、
斎
藤
（伸
）、
仲
川
、
、
吉
田 

（敬
称
略
）
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藤
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おひさしぶりですね！ 2022．6.25 (久松にて)

 

２
０
２
１
年
度
秋
の
散
策
会 

１０
月
２４
日 

午
後
１
時
～
５
時 

JR
日
野
駅
集
合 

 

11
名
参
加 

案
内
人…

林
会
員
（明
大 

学
芸
員
）

 

●
エ
ム
エ
ム
と
は
、
明
治
と
三
鷹
の
頭
文
字

か
ら
つ
け
ま
し
た
。 

●
次
号
発
行
は
10
月
の
予
定
で
す
。 

連
絡
先
（大
胡
） 


